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「 人のためになるデザインをつくりたい！ 」

SIC に入居されている企業様をご紹介します。

能性に感動するとともに、その相乗効果と相互成長を見てきたとのこ
とです。
　この経験から、この地域にクリエイターの力を集め、そのクリエイ
ターのネットワークによる活動の拠点、さらにネットワークを広げる
ことが必要であると考え、SICに入居しました。

【事業紹介】
　事業は、①Web制作、②グラフィックデザインによる企業アイテム
制作、③アプリのデザイン、④企業のブランディングを手掛けていま
すが、最近では⑤サービスのデザイン（事業デザイン）に取り組んで
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【これからの夢または目標は？】
　「さがみはらから世界へ」という想いを持って、最近、デザインや
クリエイティブ活動の新しい場として「橋本デザイン会議」というも
のを立ち上げました。
　「橋本デザイン会議」は、クリエイター、企業、学生、地域コミュニティ
などがそれぞれの分野の垣根をこえて議論する場をつくり、新しい価
値を探し創り上げる試みです。具体的な活動は、企業と学生をつなぐ
デザインアワードの開催、デザインの相談、ワークショップ、シンポ
ジウムや座談会などをこれから行っていきます。
　今後は、①クリエイターの結集、②クリエイターと企業との共創、
③地域の人々とのクリエイティブカルチャーの創育を目指して、積
極的に活動を続けて行こうと考えています。

　「人のためになるデザインをつくりたい！」、2006 年の創業からずっ
と持ち続けている小橋さんの信念です。この信念と積み上げてきた経
験、多くのクリエイターとの出会いが「橋本デザイン会議」となりま
した。いつの日かこのさがみはらエリアが、クリエイティブの中心の
ひとつとして、その取り組みを世界へ発信する日を夢見ています。
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【代表プロフィール】
株式会社トライアンド
代表取締役　小橋　隆司（1984年生まれ 31歳）
愛知県豊田市生まれ、相模原市在住

　美術大学在学中にデザイン事務所を立ち上げ、グラフィックデザイ
ンやWeb制作の仕事を始め、2011年に株式会社トライアンドを設立し
代表取締役に就任。
　また、2009年から相模原シティセールスサポーターズを務める。

　３１歳、コンピュータとともに成長した世代の小橋さん。小さいこ
ろから電子機器が好きで、小学校3年生の時にWindows95に初めて触
れ、ネットゲーム、チャットに夢中になり、将来は、プログラマーに
なることを夢見ていました。
　高校生の時には、パソコンの修理や子供向けのパソコン教室などの
手伝いのアルバイトをコンピュータ好きの友人と行い、Webサイトを
作ってほしいとの依頼までこなすようになりました。このころの経験
が起業を後押ししたようです。
　デザインの道を目指したのも、この頃でした。Webの仕事を通じて
出会った美大生が語る「ものの見方」に魅かれ「自分のなりたい人」
を見つけることができたことがきっかけでした。
　それから美大をめざし、多摩美術大学に入学、会社のメンバーやこ
ざ企画の小崎さんなど人生の友と出会い、アルバイトで請けたブラン
ディングの仕事をきっかけに経営に興味を持ち、SICの起業家大学校
で学びながら、デザイン事務所を立ち上げ、株式会社トライアンドを
設立しました。

【入居のきっかけは？】
　2006年からデザイン事務所を経営し、2011年に法人化、相模原駅
前に事務所を構えました。美大の同級生と後輩の5名のデザイナーで
相模原市内企業を中心に広告、Webサイト、グラフィックなどのデザ
イン事業を手掛け、経験を重ね、現在は、行政、企業、大学などから
のデザイン業務を行っています。
　特に、さまざまなクリエイターと共同で仕事をしたときの刺激と可

左から　　落合 健太郎さん　楠 侑磨さん　村上 由朗さん　小宮山 みなさん　平野 友規さん　白砂 貴行さん　小橋 隆司さん　谷津 吉宣さん　　　　　



　　　≪SIC ミニセミナー　The HINT２８！ ≫
                    　　「企業間取引での契約書の
　　　　　　　チェックポイント！ ~Part3~」
　企業同士の取引では、「契約書」が必要となります。
先方から「契約書」を提示され、「本当にこの契約書で大丈夫だろう
か？」と不安になったことはありませんか？
今回のセミナーでは、

　　○売買契約書と ( 総 ) 販売代理店契約書の違い
　　○共同開発 ( 技術供与 ) 契約書とOEM(ODM) 契約書の違い
　　○委託と委任と請負の違い

について、契約に関する相談事例や実際に起こり得る企業事例を用い
て各契約書のチェックポイント（どこを確認したら良いか）を説明し、
どんな内容を記載したら良いか等をお伝えします。
今後の経営活動に活かしていただければと思います。

● 講　　師　 弁護士法人高瀬総合法律事務所
　  　　　　　代表　弁護士　高瀬　芳明 氏
● 開催日時　 平成２８年３月１５日（火）
　　　　　　 １７時～１８時３０分      
● 会　　場　 SIC‐２　大会議室（Ａ）
● 費　　用　 無料                               
● お申し込み・お問い合せ先：　
　　　　　　 SIC-1　担当　五島                              

　

                                           
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　経営者の皆様へ
　　　　　　　　　　　４月。いよいよ若い力が始動します。始動と
　　　　　　　　　　ともにいろいろなことが変わります。授業料を
　　　　　　　　　　はらう立場から給料をもらう立場へ。過程重視
　　　　　　　　　　の勉強から結果重視の仕事へ。ヨコ中心の人間
　　　　　　　　　　関係からタテとヨコの複雑な人間関係に。
　　　　　　　　　　　私達は、これまでとは違う世界に戸惑いなが
　　　　　　　　　　らも「プラス思考で前向きに進もうとするマイ
　　　　　　　　　　ンドを育てたい！！」と強く願っております。
　　　　　　　　　　　若い力を躍動させるために、本研修をご活用
　　　　　　　　　　下さい。
　　　　　　
● 開催日時　平成２８年４月７日（木）～平成２９年２月２５日（土） 
 　　　　　　全５回 
● 対　　象　平成２８年４月入社の新入社員の方
● 受  講  料　９８,０００円　（消費税別）
● 会　　場　ユニコムプラザさがみはら
●お問合せ先：㈱さがみはら産業創造センター
　　　　　　　サガツクナビプロジェクト
　　　　　　　担当：上野
●お申し込み方法
　受講申込書に、必要事項をご記入の上、E-ｍail または FAX にてお
　申込み下さい。
　E-Mail　y-ueno@sic-sagamihara.jp  /   FAX　042-770-9077（代）
　　　貴社について・・・・貴社名、郵便番号、住所、業種、　　　
　　　　　　　　　　　　　事業内容、従業員数
　　　ご担当者について・・氏名、所属・役職、電話、FAX、E-Mail
　　　受講者について・・・氏名、所属予定部署の事業内容や人員
　　　　　　　　　　　　　構成など

※申込書は、ホームページよりダウンロードいただけます。
※ホームページにある申込フォームからもお申込みいただけます。
　http://www.sic-sagamihara.jp/

編集
後記

今年も橋本公園の河津桜が見ごろを迎えました。身近にちょっとした桜の名所(?)があるのは嬉しいものですね。ソメイヨシノと違い、
開花期が長いのでしばらくの間楽しめるのもまたよしです。時々蜜を求めてやって来るメジロは何とも可愛らしく心が和みます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岳田

　　　　　　　★ご意見・ご感想をお待ちしています。   電話 :042-770-9119   FAX:042-770-9077  ホームページ：http://www.sic-sagamihara.jp
　　　　　　　発行元：株式会社さがみはら産業創造センター（SIC)　〒252-0131 相模原市緑区西橋本 5-4-21　E-mail : koho@sic-sagamihara.jp

開催内容等、詳しくはＳＩＣホームページをご覧ください。

　　　　　　   ≪第１０回創・蓄・省エネ フォーラム
　　　　　かながわ環境関連産業ネットワーク≫

　さがみはら産業創造センター (SIC) では、 神奈川県の協力のもと平成
24 年度からエネルギー及び環境関連産業の更なる振興を図る目的で <
創エネ・蓄エネ・省エネに関わるフォーラム＞を開催して参りました。
これら計 9 回のフォーラム開催の中でも、とりわけ水素・燃料電池に
関わる内容の開催のご要望が多く、参加者皆様のご期待に副う意味で
も、平成 27 年度においてはこれに特化し、燃料電池自動車、エネファー
ム及び様々な用途展開を進めている燃料電池開発メーカー様、あるい
は大学・研究機関の方々をお招きしてのフォーラム開催などを計画し
ております。
　今回は下記 フォーラムを開催致しますので、ご参加のほどよろしく
お願い申し上げます。
● 内　　容　
　　1. 神奈川県産業技術センターにおける燃料電池関連技術支援の取
　　　り組み
　　　講師：神奈川県産業技術センター　化学技術部
　　2. 電気化学的手法による水素・燃料電池技術開発へのアプローチ
　　　講師：株式会社Ｋｍラボ　代表取締役　神谷 信行氏
　　3. 燃料電池の最大効率点検出（MEPD) 法の研究
　　　講師：神奈川工科大学　工学部　電気電子情報工学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　板子 一隆氏
　　4. 水素エネルギー適用の日本の取り組みと未来にむけた用途開発
　　　および世界的な動きについて
　　　講師：東京都市大学　　　　名誉教授　高木 靖雄氏
● 開催日時　平成２８年３月８日（火） 
 　　　　　　１４時～１７時 ３０分     
● 会　　場　サン・エールさがみはら　２Ｆ　第一研修室
● 募集人数　８０名（社）（先着順）　無料
■参加申込み期限：３月４日（金）
●お申し込み　ホームページからお申し込み頂けます
●お問合せ先：担当　永井
  
　　　　　　　　
　　　　　　　　≪SIC 経営塾　塾生募集開始！ ≫
　　　　　　　　　　　　～「 ニュービジネスリーダー」育成セミナー ～

　本塾では、先端的な企業のケーススタディーを通じ、経営の理論
と実践を学ぶとともに、塾生自らが事業構想を再構築することによ
り、「真の経営力」を養成することを最終目的としています。

● 開催日　　平成２８年６月～ 平成２９年２月
●  会　場　　SIC-２　大会議室他
●  対　象　　経営者　または　経営幹部
●  募集人数　１５名
●  受講料　　２００，０００円（消費税別・１泊２日の合宿費用を含む）
● お申し込み・お問合せ先：SIC-2　担当　稲垣　

○今月の掲載記事紹介○
　2 月の新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。ご紹介する記
事は、ＳＩＣ-1 と 2 に掲示していますので、ご覧ください。

　2 月   1 日（月）　 ＢＡ合同会社　　    　　　　　相模経済新聞 -
　　　　　　　　　　- 集中力向上に期待 -
　2 月 10 日（水）　 髙瀨総合法律事務所　　    かながわ経済新聞 -
　　　　　　　　　　- 現地雇用の注意点は？②-   
　2 月 16 日（火）　 株式会社ＡＣＲ　　　    　    　日本経済新聞 -
　　　　　　　　　　-  軽、給油せず 600 キロ走行 ‐
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